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JSCE Updates

学
会
の
動
き

概
要

　

2
0
1
6
年
3
月
25
日
～
27
日
、
第
30
回 

ア

ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会
（
A
C
E
C
C
）

に
関
わ
る
理
事
会
等
が
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

A
C
E
C
C
は
、
ア
ジ
ア
域
内
の
持
続
可
能

な
社
会
資
本
の
整
備
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、

1
9
9
9
年
9
月
に
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、
韓
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
の
5
ヵ
国
で
発
足
し
た
組
織

で
あ
る
。
現
在
は
加
盟
国
が
13
ヵ
国
と
な
り
（
日

本
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
韓
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
）
、
加
盟
各
国
の
土
木
関

連
学
協
会
が
協
力
し
て
学
術
・
技
術
面
の
活
動

を
促
進
す
る
べ
く
、
ア
ジ
ア
全
域
で
そ
の
役
割
に

対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
A
C
E
C
C
理

事
会
は
、
A
C
E
C
C
の
組
織
上
、
最
高
議
決
機

関
で
あ
り
、
年
に
2
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。
A
C
E
C
C
の
主
な
活
動
内
容
に
つ
い

て
は
、
学
会
誌
2
0
1
5
年
5
月
号
1
2
8
～

1
2
9
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
会
議
に
は
、
土
木
学
会
A
C
E
C
C 

担
当

委
員
会
と
し
て
、日
下
部
治
A
C
E
C
C
日
本
代

表
（
国
際
圧
入
学
会
会
長
、
前
茨
城
高
専
校
長
）
、

山
口
栄
輝
A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
委
員
長（
九

州
工
業
大
学
）
、
中
野
（
日
本
工
営
）
の
3
名
が
参

加
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
土
木
学
会
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
A
C
E
C
C
事
務
局
と
し
て
、事
務
総

長
で
あ
る
堀
越
研
一
氏
（
大
成
建
設
）
と
芹
野
恵

美
子
補
佐
（
土
木
学
会
）
が
会
議
運
営
に
携
わ
っ

て
い
る
。

　

本
会
議
で
は
、
従
来
通
り
、
初
日
に
技
術
委
員

会
（
T
C
）
の
進
捗
報
告
や
新
規
委
員
会
の
承
認

を
目
的
と
し
た
技
術
調
整
委
員
会
（
T
C
C
M
）

と
A
C
E
C
C
の
活
動
の
詳
細
を
議
論
す
る
企

画
委
員
会
（
P
C
M
）
が
、
2
日
目
に
各
加
盟
国

代
表
に
よ
る
理
事
会
（
E
C
M
）
が
開
催
さ
れ
た
。

主
な
議
題
は
、
A
C
E
C
C
技
術
委
員
会
の
活

動
内
容
の
報
告
、
今
年
8
月
に
開
催
さ
れ
る
7
th 

C
E
C
A
R（
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議Civil 

E
ngineering C

onference in the A
sian 

Region

）
準
備
進
捗
報
告
、
A
C
E
C
C
賞
の
投

票
結
果
の
最
終
承
認
、
2
0
1
9
年
に
日
本
が
ホ

ス
ト
国
と
な
る
8
th 

C
E
C
A
R
の
準
備
進
捗

報
告
等
で
あ
っ
た
。

A
C
E
C
C
技
術
委
員
会（
T
C
）の

活
動
報
告

　

現
在
活
動
中
の
全
10
委
員
会
の
活
動
報
告
が
な

さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
現
在
日
本
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

る
以
下
の
3
つ
の
委
員
会
に
つ
い
て
、
各
委
員
会

か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
に
基
づ
き
報
告
し
た
。

① 

T
C
12
：
鉄
道
の
更
新
・
延
伸
に
関
す
る
技

術
委
員
会
（
委
員
長
：
奥
村
文
直
氏
（
鉄
道
総

合
技
術
研
究
所
）
）

② 
T
C
16
：
都
市
交
通
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
I
T
S
に
関
す
る
技
術
委
員
会
（
委
員
長
：

牧
野
浩
志
氏（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
）
）

③ 

T
C
21
：
減
災
・
防
災
に
関
す
る
技
術
委
員

会（
委
員
長
：
竹
内
邦
良
氏（
I
C
H
A
R
M
））

　

特
に
T
C
21
減
災
・
防
災
に
関
す
る
技
術

委
員
会
は
、
前
回
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

新
た
な
T
C
で
あ
り
、“T

ransdisciplinary 

A
pproach for Building Societal Resilience 

to D
isasters

（
学
術
・
部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
る
災
害
に
強
い
社
会
作
り
）
”
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
下
で
活
動
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
活
動
のK

eyw
ordは

T
ransdisciplinary 

A
pproach

（
T
D
A
）で
あ
り
、科
学
的
知
見
が
社

会
の
意
思
決
定
に
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
異

な
る
業
種
や
部
門
を
超
え
た
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
包
括
的
・
社
会
変
革
を
伴
う
解

を
可
能
に
す
る
取
り
組
み
と
位
置
付
け
て
い
る
。

本
T
C
に
関
し
て
は
、J
S
C
E
が
強
力
に
主
導

し
、
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、A
C
E
C
C
担

当
委
員
会
傘
下
に「
A
C
E
C
C 

T
C
21
国
内
支

援
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、T
D
A
に
関
連
す
る

事
例
の
収
集
・
分
析
を
含
む
T
C
21
活
動
の
側
面

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

A
C
E
C
C
と
し
て
は
、
各
国
の
災
害
情
報
・

状
況
を
T
C
21
に
集
約
し
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の

材
料
と
し
て
情
報
交
換
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ

と
い
う
前
向
き
な
意
見
も
あ
り
、
今
後
の
活
動
が

注
目
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

7
th 

C
E
C
A
R 

in 

H

 

a

 

w

 

a

 

i

 
i
 

準
備
進
捗
報
告

　

7
th 

C
E
C
A
R
は
本
年
8
月
30
日
（
火
）

～
9
月
2
日
（
金
）
に
か
け
て
、
米
国
ハ
ワ
イ
州

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会
（
A
C
E
C
C
）

第
30
回
理
事
会
（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）
参
加
報
告

委
員
会
報
告

土
木
学
会
A
C
E
C
C 

担
当
委
員
会 
幹
事
長

中
野 

雅
章
（
日
本
工
営
）
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の
ヒ
ル
ト
ン
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
に
て

開
催
さ
れ
る
。
約
30
ヵ
国
か
ら
4
0
0
件
程
度
の

論
文
投
稿
が
あ
り
、
日
本
か
ら
も
多
数
の
応
募
が

受
理
さ
れ
て
い
る
。
会
議
は
自
然
災
害
、
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
交
通
、
地
盤
工
学
等
を
含
む

7
つ
の
技
術
部
門
に
つ
い
て
6
つ
の
同
時
開
催

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
論
文
発
表
形

式
以
外
で
も
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
日
本
が
主
導
す
る
前

述
の
T
C
12
お
よ
び
T
C
21
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
T
C
活
動
の
議
論
を
公
開

予
定
で
あ
る
。
ま
た
磯
部
雅
彦
元
学
会
長
（
高
知

工
科
大
学
学
長
）
に
よ
る
「
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
津
波
経
験
と
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
対
す
る
準
備
」に
関
す
る

基
調
講
演
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

7
th 

C
E
C
A
R
の
参
加
登
録

等
の
詳
細
情
報
は
現
在
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://cecar7.org/

）
に
公
開

さ
れ
、
土
木
学
会
か
ら
も
日
本
か
ら

の
参
加
者
に
向
け
て
の
案
内
サ
イ
ト

（http://com
m
ittees.jsce.or.jp/

acecc/cecar
）が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

A
C
E
C
C
賞
の
投
票
結
果

　

A
C
E
C
C
で
は
、
ア
ジ
ア
域
内

の
土
木
技
術
と
発
展
に
貢
献
の
あ
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ら
び
に
個
人
に

対
し
表
彰
制
度
を
設
け
て
お
り
、各
国

か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
対
象
者
に
対
し
、

A
C
E
C
C
加
盟
国
に
よ
る
厳
正
な

投
票
を
行
い
最
終
的
な
受
賞
者
が
決

定
さ
れ
る
。
土
木
学
会
で
は
、
学
会
誌

2
0
1
5
年
5
月
号
や
W
e
b
案
内

等
で
対
象
候
補
を
募
集
し
、
昨
年
末
に
候
補
を
選

出
し
た
が
、
本
理
事
会
で
は
A
C
E
C
C
賞
の

投
票
結
果
が
報
告
・
承
認
さ
れ
、
学
会
が
推
薦
し

た
下
記
の
候
補
者
の
受
賞
が
決
定
し
た
。
受
賞
者

に
対
し
て
は
、
7
th 

C
E
C
A
R
開
催
期
間
中

に
開
催
さ
れ
る
表
彰
式
に
て
各
賞
の
授
与
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

▼�A
C
E
C
C

�C
ivil�E

ngineering�P
roject�

A
w
ard

（s

）（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
）�

	
 

中
央
環
状
線 

山
手
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
（
首
都

高
速
道
路
（
株
）
）

	
 （T
he Construction of Y

am
ate T

unnel 

on the Central Circular Route

）	
	

※ 

他
4
件
（
韓
国
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
推
薦
）
の
候
補
者
が
受
賞

▼�A
C
EC
C

�C
ivil�Engineering�A

chieve-
m
ent�A

w
ard

（s

）（
功
績
賞
、
個
人
）

	
 

住
吉
幸
彦 

氏
（
（
一
社
）
日
本
支
承
協
会 

顧

問
、
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
） 

元

会
長
）

	

※ 

他
2
名
（
台
湾
、
韓
国
推
薦
）
の
候
補
者
が

受
賞

8
th 
C
E
C
A
R 

in 

東
京

準
備
進
捗
報
告

　

前
々
回
の
理
事
会
に
て
招
致
立
候
補
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
満
場
一
致
で
日
本
開
催

が
決
ま
っ
た
2
0
1
9
年
の
8
th 

C
E
C
A
R

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
準
備
進
捗
を
報
告
し

た
。
本
理
事
会
で
は
、
国
内
で
準
備
委
員
会
を

組
織
し
た
こ
と
と
共
に
、
次
期
A
C
E
C
C 

C
h
a
i
r
に
現
A
C
E
C
C
日
本
代
表
で
あ

る
日
下
部
氏
が
就
任
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

日
下
部
氏
の
A
C
E
C
C
創
設
当
初
か
ら
の
活

動
や
実
績
を
知
る
各
国
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
安
堵

と
期
待
の
声
が
広
が
っ
た
。

お
わ
り
に

　

7
th 

C
E
C
A
R
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ

2
0
1
9
年
8
th 

C
E
C
A
R
に
向
け
た
準
備

が
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
A
C
E
C
C
は

単
な
る
学
会
の
結
集
組
織
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア

の
社
会
資
本
整
備
の
促
進
を
実
現
す
べ
く
、
各

国
のD

ecision M
aker

や
金
融
機
関
と
の
協
働

関
係
を
構
築
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
で
あ
り
、

C
E
C
A
R
は
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
発
信
・
共

有
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
国
際
会
議
と
す
べ
き
で
あ

る
、
と
い
う
理
想
を
実
現
す
べ
く
、
産
官
学
一

体
と
な
っ
た
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
国
内
外
の
多
く
の
日
本
の
技
術
者
が

A
C
E
C
C
お
よ
び
C
E
C
A
R
を
通
し
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
を
示
す
機
会
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

参加者全体写真


